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圃團回團 え・う馨⑳おかあさん

おめでた（出生）
ももまヂ

膏憲ちゃん　志賀　誠・恵美さん

　　　　　　　　松1二1（漂口屋）
あかね

朱弥ちゃん　樋鑓　崇・美砂子さん

　　　　　　　　松之山（町営住宅）

おくやみ（i死亡〉

俊藤藤八郎さん　鎌歳　天水越（藤　作〉

石塚　　緑さん　92歳　湯之謁（久兵工）

久保鑓簿榮さん　60歳　蟹　根（、ヒ　〉

霧施サキさん9（｝歳黒　禽（窪　助〉

小聾塚吉蔵さん　94歳　 上蝦池（力慧こ原：）

轟橋庚榮さん74歳　天水轟（金次郎〉

＊5月王旧から5月説欝までの漏鐵分です。

ホ広報に載せてほしくない方は縄礁の鋒寺に

　窓撒にお話ください、

⑳◎㊨㊧
　　　　　　5月3蹟現掘

総人環　3，166人（一7〉

　　男　工，5工8ノ、（一8〉

　　女王，648人（＋王）

撤帯数　1，難2芦（　0〉

　　　　　（〉内は醜月との比較

町民憲章貫蓑蓄憩53、屡、7∫華罐

わたしたちは松之蜘驚民です、郷、圭：を愛し、

　みんなでよりよい町づくりをしよう．

町疑の合欝葉

　　圭、美しい緑と蟹σ）中で

　　　　　　　心豊かな人になろう

　董、ブナの梢が触れ含うように

　　　　　　　連体の心をもとう

　　逸、湧きいづる湯泉のように

　　　　　　　鰯造のカを蕩めよう

騰、

協
お母さんがアンパンマンのビデオを毘せて

くれるときがうれしい．

灘

福原愛美
松之ぬ
　（購営住宅）

　　　　村山雄薯

お緑さんがぼくと遊んでくれるとこが好き

訂
疋
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す

麟
暑
の
「
猪
俣
栄
二
さ
ん
漏
の
名

繭
が
「
猪
股
栄
二
さ
ん
橘
と
な
っ
て

い
ま
し
た
．

　
訂
蕊
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

善
意
に
感
謝
し
ま
す

　
町
耗
会
橿
祇
協
議
会
に
ご
寄
付

が
あ
り
ま
し
た
、
町
荏
宅
編
祉
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
．

・
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名
　
　
2
0
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、
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・
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坂
広
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爆
麗
・
福
祉

質
問
高
齢
化
で
ヘ
ル
パ
ー

の
養
成
が
必
要
だ
。
松
代
町

は
支
援
し
て
い
る
が
、
町
も
ヘ

ル
パ
ー
養
成
の
支
援
を
考
え

て
欲
し
い
．

園
答
　
町
と
し
て
は
養
成
講
習

を
開
催
す
る
だ
け
の
資
金
確
保

が
難
し
く
、
個
人
資
格
と
な
る
た

め
、
現
在
は
憤
重
に
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問
橿
祉
タ
ク
シ
薯
利
屠

に
つ
い
て
、
腐
齢
者
で
介
護
度

の
な
い
者
で
町
浅
税
罪
課
税

穫
帯
に
ま
で
対
象
を
広
げ
て

欲
し
い
。

回
答
嵩
齢
者
等
交
通
手
段
の

な
い
方
は
、
平
成
M
年
度
よ
り
町

営
バ
ス
の
運
行
を
考
え
て
い
る

の
で
そ
ち
ら
を
ご
利
規
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
町
翻
禽
僻

質
問
町
樗
合
併
の
準
備
は

時
間
も
な
い
。
二
看
択
｝
に

な
る
と
思
う
が
町
属
に
分
か

る
内
容
を
示
し
て
も
ら
い
た

い
。

回
答
　
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

を
具
体
的
に
示
し
ま
す
。
総
務

諜
長
レ
ベ
ル
で
検
討
中
。
そ
の

結
果
が
出
次
第
お
知
ら
せ
す
る
。

π
隼
度
に
含
併
と
な
れ
ば
、
越
年

度
中
に
は
設
立
協
議
会
を
設
羅

し
な
い
と
問
に
合
わ
な
い
で

し
ょ
う
。

質
問
時
村
合
併
に
つ
い
て

「
牽
5
町
偏
か
「
東
頸
城
」
か

ど
の
辺
ま
で
話
が
進
ん
で
い

る
の
か
教
え
て
欲
し
い
。

回
答
　
「
東
頸
城
凱
十
日
町
國
津

南
・
中
里
・
松
之
由
」
「
松
代
・

松
之
由
』
の
パ
タ
…
ン
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
國
は
、
巖
低
1
万
人
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
町
単
独
で

行
く
と
い
う
恵
見
も
あ
る
が
、
町

で
は
自
童
財
源
が
な
く
50
％
以

上
を
地
方
交
付
税
に
依
存
し
て

い
る
の
が
実
体
で
あ
り
、
単
独

で
行
く
と
地
方
交
付
税
の
減
額

が
な
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の

で
、
含
併
に
肉
け
て
の
検
討
が
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
。

灘醗贈地域懇談会惣38撚競

　婆漏錨β涛賜行わ紅ました地域懇談会。皆さんの貴重な時間を捻艶だき、様癒懸

総灘鑓・簿要馨養蕉懇簾懸鐵盤。慈⑳撫簗漁幾蒸勲滋1紹鰹羅蟻論鷹

警
保
冑

質
問
　
高
校
の
存
続
が
心
配
。

中
高
一
貫
教
育
の
道
は
ど
う

か
。

回
答
　
県
は
、
東
頸
城
1
校
が
望

ま
し
い
と
い
う
見
方
だ
が
、
松
高

の
場
合
、
分
校
の
中
で
は
一
番
の

進
学
率
を
誇
っ
て
い
る
の
で
県

も
評
緬
し
て
い
ま
す
．
爲
年
度

ま
で
は
心
醍
な
い
と
思
わ
れ
る

が
、
地
元
へ
の
進
学
率
を
蕩
め
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
大
鳥
村

が
増
え
れ
ば
通
学
バ
ス
を
考
え

て
み
た
い
。
県
で
は
中
蕩
一
貫

を
津
川
・
村
上
・
津
南
で
実
践
研

究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
分
校

が
特
徴
あ
る
学
校
づ
く
り
を
進

め
れ
ば
、
永
続
性
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。

質
問
　
保
育
所
謙
醐
は
設
欝
・

委
託
費
だ
け
の
取
り
緯
み
な

の
か
。

回
答
　
現
在
爾
地
買
収
を
進
め

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
保
育
所
に
つ
い
て
の
地
域

懇
談
会
を
開
催
し
、
沢
山
の
方
々

の
ご
意
見
を
偶
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

道
踏

質
問
高
舘
ト
ン
ネ
ル
に
つ

い
て
、
残
土
で
広
場
を
造
成
し

て
そ
こ
に
「
道
の
駅
」
を
作
り
、

お
隼
寄
り
も
若
巻
も
立
ち
寄

れ
る
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
提
案
し

た
い
の
で
す
が
。

回
答
残
土
捨
場
に
も
苦
憲
し

て
い
る
状
況
で
す
。
地
域
で
土

捨
場
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、
そ

の
土
地
を
利
罵
し
て
「
道
の
駅
」

が
可
能
で
あ
れ
ば
検
討
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

質
問
筒
舘
ト
ン
ネ
ル
開
通
後
、

下
布
川
地
区
は
松
之
山
に
で

る
場
合
、
下
籔
洩
側
か
ら
で
な

い
と
行
け
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

回
答
　
五
十
子
平
入
口
交
差
点

か
ら
、
上
…
川
手
側
ト
ン
ネ
ル
入
口

ま
で
県
道
と
し
て
延
長
を
要
望

し
、
下
蝦
池
側
は
町
道
と
し
て
除

雪
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

質
問
室
野
漉
騰
闘
の
道
路

改
良
は
ど
の
よ
う
に
聞
い
て

い
る
か
。

園
答
松
代
町
の
こ
と
に
な
る

の
で
機
会
を
み
て
聞
い
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

2

観
鑓
・
國
偉

質
問
　
脂
高
照
街
這
は
遊
歩

道
（
今
後
観
光
資
源
）
と
し
て

必
要
、
小
型
車
が
通
れ
る
位
に

整
備
し
て
欲
し
い
。

回
答
近
い
う
ち
に
現
地
調
萱

を
行
い
、
周
辺
環
境
、
境
地
状
況

を
確
認
し
対
応
し
ま
す
。

　
巷
な
が
ら
の
道
と
し
て
遊
歩

道
に
す
る
等
は
考
え
ら
れ
る
が
、

灘
爾
進
入
路
は
難
し
い
で
し
ょ

う
。

質
問
冬
季
圏
体
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
熱
意
あ
る
受
け

入
れ
体
鰯
を
。

回
答
　
教
育
委
貴
会
、
体
育
協
会
、

女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
で
競
技

以
外
の
心
温
ま
る
方
法
が
検
討

さ
れ
て
い
く
と
思
い
ま
す
ゆ

質
問
小
谷
神
社
の
大
ケ
ヤ
キ

の
保
護
対
策
を
．

回
答
　
現
葎
木
の
専
門
家
に
調

糞
を
依
頼
中
で
す
。
そ
の
調
査

を
行
つ
た
結
果
を
も
と
に
考
え

た
い
と
思
い
ま
す
。

み漏な驚劉酪う！

　　　　私違のまち

議つのや幾

そ
⑳
勉

質
問
　
建
期
バ
ス
を
廃
止
し

て
町
営
バ
ス
を
運
行
す
る
と

い
う
話
だ
が
、
ど
う
な
る
の
か
．

園
答
　
皆
さ
ん
方
か
ら
お
話
を

樹
い
、
皆
さ
ん
の
利
駕
し
や
す
い

バ
ス
を
瀧
ら
せ
ま
す
、

質
問
　
盤
ゴ
ミ
に
つ
い
て
は
、

畑
を
掘
っ
て
自
然
に
還
発
し

た
り
、
堆
肥
化
し
た
り
ゴ
ミ

の
減
量
に
努
力
し
て
い
る
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク

ル
と
ゴ
ミ
牽
減
に
は
行
政
の

強
い
指
導
力
を
期
待
す
る
。

回
答
来
年
度
よ
り
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
と
撫
色
ト
レ
イ
の
分
劉
収

集
を
始
め
ま
す
。

　
沢
由
の
ご
憲
見
・
ご
要
望
を
出

し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
今
鐡
ご
紹
介
し

た
も
の
は
極
わ
ず
か
で
し
た
が
、

い
た
だ
い
た
案
件
に
つ
き
ま
し

て
は
握
当
諜
と
調
整
し
、
で
き
る

隈
り
の
対
応
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
今
後
お
気
づ
き
な
点

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
そ
の
都
度

お
聯
し
出
い
た
だ
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。
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祉
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問
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の
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。
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代
町

は
支
援
し
て
い
る
が
、
町
も
ヘ

ル
パ
ー
養
成
の
支
援
を
考
え

て
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し
い
．
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催
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の
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が
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く
、
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と
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、
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は
憤
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検
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。
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と
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方
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、
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の
場
合
、
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で
は
一
番
の

進
学
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誇
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の
で
県

も
評
緬
し
て
い
ま
す
．
爲
年
度
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か
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収
を
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さ
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て
い
ま
す
。

ま
た
、
保
育
所
に
つ
い
て
の
地
域

懇
談
会
を
開
催
し
、
沢
山
の
方
々

の
ご
意
見
を
偶
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

道
踏

質
問
高
舘
ト
ン
ネ
ル
に
つ

い
て
、
残
土
で
広
場
を
造
成
し

て
そ
こ
に
「
道
の
駅
」
を
作
り
、

お
隼
寄
り
も
若
巻
も
立
ち
寄

れ
る
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
提
案
し

た
い
の
で
す
が
。

回
答
残
土
捨
場
に
も
苦
憲
し

て
い
る
状
況
で
す
。
地
域
で
土

捨
場
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、
そ

の
土
地
を
利
罵
し
て
「
道
の
駅
」

が
可
能
で
あ
れ
ば
検
討
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

質
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筒
舘
ト
ン
ネ
ル
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後
、

下
布
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地
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松
之
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に
で

る
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合
、
下
籔
洩
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か
ら
で
な

い
と
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け
な
い
の
で
し
ょ
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か
。
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て
い
き
ま
す
。

質
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の
道
路

改
良
は
ど
の
よ
う
に
聞
い
て

い
る
か
。

園
答
松
代
町
の
こ
と
に
な
る

の
で
機
会
を
み
て
聞
い
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

2

観
鑓
・
國
偉

質
問
　
脂
高
照
街
這
は
遊
歩

道
（
今
後
観
光
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源
）
と
し
て

必
要
、
小
型
車
が
通
れ
る
位
に

整
備
し
て
欲
し
い
。

回
答
近
い
う
ち
に
現
地
調
萱

を
行
い
、
周
辺
環
境
、
境
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応
し
ま
す
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歩
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考
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る
が
、
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爾
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難
し
い
で
し
ょ

う
。

質
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り
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て
熱
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受
け

入
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体
鰯
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。

回
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ワ
ー
ク
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技
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温
ま
る
方
法
が
検
討

さ
れ
て
い
く
と
思
い
ま
す
ゆ

質
問
小
谷
神
社
の
大
ケ
ヤ
キ

の
保
護
対
策
を
．

回
答
　
現
葎
木
の
専
門
家
に
調

糞
を
依
頼
中
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す
。
そ
の
調
査

を
行
つ
た
結
果
を
も
と
に
考
え

た
い
と
思
い
ま
す
。

み漏な驚劉酪う！

　　　　私違のまち

議つのや幾

そ
⑳
勉

質
問
　
建
期
バ
ス
を
廃
止
し
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町
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バ
ス
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運
行
す
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と

い
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の
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．
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瀧
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い
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。
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ラ
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ッ
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サ
イ
ク
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牽
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強
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期
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。

回
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ボ
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ト
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イ
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分
劉
収
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始
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。
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憲
見
・
ご
要
望
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出

し
て
い
た
だ
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た
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鐡
ご
紹
介
し

た
も
の
は
極
わ
ず
か
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が
、

い
た
だ
い
た
案
件
に
つ
き
ま
し

て
は
握
当
諜
と
調
整
し
、
で
き
る

隈
り
の
対
応
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
今
後
お
気
づ
き
な
点

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
そ
の
都
度

お
聯
し
出
い
た
だ
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。
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1
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一
度
入
れ
ば
ど
～
で
も
い
い
。

　
こ
の
呂
東
察
農
工
大
・
松
之
山

背
年
混
合
『
泥
リ
ン
ピ
ッ
ク
始
に

は
総
勢
切
名
が
集
ま
り
、
肌
寒
い

天
気
の
中
サ
ッ
カ
ー
や
バ
レ
…

な
ど
で
楽
し
く
？
賑
や
か
に
競

技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
来
年
も

こ
の
企
圃
を
行
う
予
定
で
す
。

老
若
男
女
問
わ
ず
参
加
し
て
下

さ
い
ね
。

　　灘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　齪

4

　
さ
て
、
購
頁
の
泥
リ
ン
ピ
ッ
ク

は
浦
照
の
鴨
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
里

美
隔
照
申
窟
士
雄
さ
ん
の
所
に
東

東
農
工
大
の
学
盤
が
お
那
魔
す

る
よ
う
に
な
り
、
そ
こ
か
ら
企
顧

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
照
串
さ
ん
が
燭
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ

ス
塁
美
臨
を
軸
に
行
つ
て
い

る
農
業
体
験
は
噸
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
鋤
と
誘
い
ま
す
。

　
近
黛
こ
の
『
グ
リ
馨
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
鋤
は
全
園
的
に
広
が
り
、

ま
た
求
め
る
人
も
増
え
て
き
て

い
豪
す
。
そ
こ
で
今
回
は
こ
の

『
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
脇
に

つ
い
て
お
教
え
い
た
し
ま
し
ょ

う
。　

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

　
　
　
（
の
審
Φ
瓢
↓
o
蝉
種
賞
導
）

　
今
ま
で
の
観
光
と
は
違
い
、
単

に
観
光
地
巡
り
を
す
る
だ
け
で

な
く
、
自
然
や
そ
こ
に
住
む
地
元

の
人
た
ち
と
の
交
流
や
そ
の
土

地
に
あ
る
様
々
な
文
化
を
体
験

し
、
体
全
体
で
感
じ
取
る
。
そ
う

欝
っ
た
心
身
の
充
実
を
求
め
る

旅
を
欝
い
ま
す
。

　
全
園
各
地
で
徐
々
に
行
わ
れ

て
き
て
お
り
、
松
之
山
で
は
閥
棚

磁
オ
ー
ナ
ー
鯛
度
隠
も
そ
の
一
つ

と
露
え
ま
す
。

　
叢
に
農
業
体
験
や
ソ
バ
打
ち

な
ど
が
多
く
、
そ
の
勉
に
も
歌
舞

伎
や
人
形
芝
属
な
ど
も
あ
り
ま

す
。　
そ
の
土
地
に
あ
る
も
の
を
利

　
　
　
　
溺
し
訪
れ
る
人
た
ち

　
　
　
　
　
に
味
わ
つ
た
箏
の

　
　
　
　
　
な
い
も
の
を
経

　
　
　
　
　
験
さ
せ
る
訳
で

な御とえ？
グ0一ン卿ズムてや・

す
か
ら
、
こ
の
グ

リ
ー
ン
ツ
…
リ

ズ
ム
は
松
之
撫

に
と
つ
て
多
く

の
可
能
性
を

引
き
繊
し
て
く

　
れ
る
も
の
で
あ

　
る
よ
う
に
思

　
い
ま
す
．

注目すべき

灘響総礁ズムグo
鱒繊藤灘繍蟹懸雛経験を与える～

　
ち
ょ
っ
と
し
た
説
明
で
し
た

が
何
と
な
く
お
分
か
り
い
た
だ

け
ま
し
た
か
？

　
松
之
由
§
濫
衆
・
震
か
ら
松
之

嶽
鮭
体
験
地
と
書
え
る
よ
う
に

な
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
今
松
之
撫
に
沢
山
の
資
源
（
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
き
っ
か

け
）
が
眠
っ
て
い
ま
す
。

　
弼
え
ば
、
灘
川
手
歌
舞
伎
や
湯

由
神
楽
な
ど
。
纏
の
集
落
に
も

必
ず
あ
る
は
ず
で
す
。

　
伝
統
的
に
そ
の
地
に
残
る
も

の
を
う
ま
く
利
矯
す
れ
ば
自
ず

と
生
ま
れ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

　
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
瓢
し
い
交

流
も
始
ま
り
ま
す
。
人
と
人
と

の
繋
が
り
を
持
つ
。
翼
に
そ
こ

か
ら
新
し
い
も
の
を
得
る
事
も

で
き
る
ん
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
新
し
い
も
の
ば

か
り
で
は
な
く
、
古
き
畏
き
も
の

を
兇
直
し
て
み
る
事
が
大
切
で

す
。　
都
会
の
生
括
に
息
蕃
し
さ
を

感
じ
始
め
て
い
る
。
蕾
懐
か
し

い
あ
の
瞬
代
に
渓
り
た
い
．
そ

う
感
じ
て
い
る
入
は
堰
え
て
き

て
い
ま
す
。
今
…
度
簸
の
、
集
落

の
古
き
幾
き
も
の
撚
り
出
し
て

み
ま
せ
ん
か
？
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　　　　　　灘　　　　　竃　　　　叢　　　慧　瓶
欝．
毒

まぢの艶題をお知らせします。

さ

iわが家の人気者

なつき

夏輝くん（2歳〉

　高橋真也・邦子さんの長男

　　　　　　　（由　根〉

　僕の名蔚はド夏輝」です。

だからみんなヂなつき」って

呼びます。僕はギかあちゃ

ん∬とうちゃん3って呼ん

でます。

　ラーメンとスイカと餅と

甘工ビとカレーライスが大

好きです。

　今、仮磯ライダーアギ

ト・G3・ギルスとガオレ

ンジャーのがお気に入りで

いつもきめてます。

　この問、サクランボ狩り

に行って来ました。大きな

馬は怖くて近づけなかった

けど、友達といっぱい遊べ

て楽しかったです。

【お母さんから一露｝

元気で思いやりのある子

こ育って欲しいです。

　6月18費　月曜嚴。大厳寺希望館において、松之出分校3年生を対象に地元企

業からの求入説明会が行われました。

　会の荊半は上越職業安定漸の方の就職までの流れ、現往の高校生を薄象とした求

入培率などの説明を受けました。

　その後、地元企業6続より熱心な各会社の説明がありました。商校を楽業し、大

学専門学校へ進む人が多かったようですが、必ず迎える就職活動の為に、皆さん輿

剣な眼差しで話を闇いていました。

　6月露a　β曜鷺。　朝8時からヂおふくろ館3で、9時から「スキー場」にて

出火を想定し、酬練が実施されました、

　各演習場へはそれぞれの幾当となっている消防膨が続々と集合。素早くホースの

展鯛、ポンプの操作が行われていました。

　起こらなければ無くてもよい溝防。消防懸の括躍ができるだけ無いよう心がけま

しょう。

…
§
筆
多
髪
ー
髪
き
｝
ー
ー
…
多
争
…
ミ
…
養
ー
！
｝
…
…
き
…
ミ
き
し

優騰

うさぢやん
　ジやンヒンヴ

　
似

　
膨
蹴
和

3位

頭ll

　7月6目　金曜β。　町浅体育鯖においてながなわ跳び大会が開催されました。

各チーム呼吸を合わせるのに蕃労しているよう。　回数がますごとに体が患うよう

に動かないのか笑顔にも関わらず、膝が大声で笑い綴している人もいらっしゃいま

した。
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鯨

顔
も
膝
も
笑
っ
て
る

　
　
　
～
な
が
な
わ
飛
び
大
会
～

　
郡
中
学
校
陸
上
大
会
・
郡
申
学

校
球
技
大
会
が
こ
の
6
月
に
行

わ
れ
ま
し
た
、

　
蕃
し
い
時
こ
そ
露
分
に
負
け

ず
頑
張
っ
た
結
果
は
、
必
ず
後
か

ら
付
い
て
く
る
ん
で
す
よ
。

郡
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位
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自分に灘サるな

：大i空の芸術にチャレンジ

　　　　　　　しませんか

飛鑓灘霧舘禦

　　　　　　　灘欝げ

　
2
0
0
3
年
に
闘
催
さ
れ

る
第
2
繊
大
地
の
芸
術
祭
の

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
芸
術

家
を
擢
い
て
凧
作
り
の
ワ
…

ク
シ
ョ
ッ
プ
と
凧
揚
げ
が
行

わ
れ
ま
す
。
凧
作
り
を
指
導

す
る
赫
蒸
徳
家
は
只
ン
ヤ
ク
リ
ー

ン
・
マ
テ
ィ
ス
さ
ん
と
い
う
フ

ラ
ン
ス
生
ま
れ
の
女
牲
伶
家

で
、
凧
を
使
っ
て
騨
ス
カ
イ

ワ
ー
ク
㎞
と
い
う
活
動
を
続
け

て
い
る
第
一
級
の
作
家
で
す
。

　
凧
揚
げ
と
い
う
と
段
本
人

に
も
親
し
み
深
い
も
の
で
す

が
、
雛
界
の
ト
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
と
交
流
し
な
が
ら
、
世
界

で
た
だ
｝
つ
の
自
分
だ
け
の

凧
を
自
作
し
ま
す
。
翌
欝
自

難鰯難
麟

灘婁灘欝織

〆
熟

縦．

，
，
綴
灘

　
　
ノ

　
　
鮮

　
　
　
薫
霧

轡

　麟
欝

誓
襲

作
し
た
凧
が
｝
斉
に
上
が
っ
て

い
く
景
色
は
壮
観
で
、
特
に
子
供

達
に
と
っ
て
得
難
い
経
験
と
な

る
で
し
ょ
う
。
夏
休
み
の
思
い

患
に
是
葬
参
糠
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

厭
作
り

臼
臼
聴

口
会
場

口
薄
象

8
月
沁
撫
ハ
金
〉

十
資
町
市
爾
中
学
校

体
育
館

小
学
校
篇
学
年
・
中
学

　
盗
を
董
と
し
ま
す
が
、
ど
な
た

　
で
も
参
簾
で
き
ま
す
。

口
持
参
　
上
履
き
・
は
さ
み
・

　
　
　
鉛
筆

麟
そ
の
勉
汚
れ
て
も
鍵
い
膿

　
装
に
て
お
越
し
下
さ
い
。

凧
揚
げ

ロ
目
時
8
月
n
総
（
慮
）

　
　
　
午
後
2
時
3
0
分
～

　
　
　
　
　
午
後
4
時
30
分

　
　
　
　
※
雨
天
翌
欝

口
会
場
　
妻
禽
大
橋
下

　
　
　
信
濃
川
淘
川
敷

磁
対
象
　
餓
作
り
に
参
魏
さ
れ

　
　
　
た
方

口
持
参
　
作
成
し
た
凧
・
鰯
子
．

　
　
　
水
筒
・
タ
オ
ル

ロ
そ
の
飽
　
炎
暑
の
串
で
の
イ

　
ベ
ン
ト
で
す
。
ご
涯
意
下
さ

　
い
。

　
お
申
し
込
み
は
、
7
月
雛
β

ま
で
に
役
場
振
興
諜
ま
で
。
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　　　　　　　　　搬
　　　　　　　撚灘　　　　穫簗　　癒業翻

はじめまして

富田喜代司
巡査部長（浦国駐在所）

　　　　　　　　　です

　
　
感

山　
　
雑

之松

　
松
之
由
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち

は
。
三
月
の
異
動
で
浦
恕
駐
荏

所
に
赴
任
し
た
富
闘
で
す
。
巖

初
に
自
己
紹
介
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
昭
和
二
三
年
一
〇
月
に
薦
頸

城
郡
能
生
町
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
月
臼
は
流
れ
、
商
校
挙
業

と
岡
時
に
警
察
富
と
な
り
、
見

附
・
交
通
機
動
隊
・
上
越
南
・
小

千
谷
・
上
越
轟
燕
二
濁
速
道
路
轟
父
通

警
察
隊
と
勤
務
し
現
往
に
歪
っ

て
い
ま
す
。
通
算
三
霞
年
間
の

中
で
、
交
通
警
察
の
仕
事
に
三
〇

年
間
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
家
族
は
妻
と
子
供
二
人
で
、
い

ず
れ
も
女
の
子
で
す
。
長
女
は

先
日
結
媛
し
、
埼
玉
県
に
居
住
し

て
お
り
、
二
女
は
東
東
で
広
管
関

係
の
会
社
に
勤
め
独
身
で
す
。

　
私
の
自
宅
は
上
越
市
（
聡
癌
闘

市
）
に
あ
り
、
家
を
空
け
て
い
る

関
係
で
休
鷺
に
は
時
々
帰
ら
せ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
侮
か
あ

れ
ば
飛
ん
で
帰
っ
て
き
ま
す
か

ら
安
心
し
て
く
だ
さ
い
、

　
さ
て
、
安
塚
署
へ
の
転
勤
が
決

ま
り
、
浦
闘
駐
在
所
だ
と
書
わ
れ

た
時
は
正
直
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
駐
在
所
勤
務
は
、
頭
の
片
隅

に
も
な
く
妻
と
一
緒
に
爾
惑
し

た
も
の
で
す
。
松
之
出
と
欝
わ

れ
て
頭
に
浮
か
ぶ
の
は
、
温
泉
・

豪
雪
地
帯
で
あ
り
、
案
の
定
こ
ち

ら
に
赴
任
し
た
時
周
霞
は
ニ

メ
…
ト
ル
余
り
の
残
雪
で
一
面

の
露
景
色
で
し
た
。
妻
と
車
で

来
る
途
中
、
だ
ん
だ
ん
無
口
に
な

る
妻
の
姿
が
鮮
明
に
残
っ
て
い

ま
す
し
、
自
分
自
身
心
細
く
な
る

思
い
を
し
た
も
の
で
す
。
し
か

し
、
住
め
ば
都
の
諺
を
思
い
患
し
、

自
分
の
気
持
の
持
ち
方
だ
と
思

い
薩
し
ま
し
た
。
仕
事
に
就
い

て
か
ら
各
家
庭
を
訪
問
す
る
た

び
に
「
上
が
っ
て
お
茶
で
も
飲
み

な
い
」
と
欝
っ
て
く
れ
る
家
庭
の

多
さ
に
驚
い
た
も
の
で
す
。
ま

た
、
自
然
の
営
み
の
中
で
生
活
し

て
い
る
松
之
山
の
人
は
、
人
問
味

が
豊
か
で
人
柄
が
素
朴
な
点
で

も
私
を
驚
か
し
て
く
れ
ま
し
た
。

急
激
な
時
代
の
変
化
で
人
間
性

が
問
わ
れ
る
昨
今
。
私
の
身
に

付
い
た
悪
い
塘
を
流
し
て
く
れ

る
こ
の
地
こ
そ
、
私
に
与
え
ら
れ

た
好
機
と
考
え
、
妻
共
々
松
之
山

に
と
け
込
み
、
松
之
山
町
民
の
安

全
確
保
の
た
め
に
少
し
で
も
役

立
て
ば
と
露
う
気
持
で
仕
事
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
世
界
の
串
で
も
鍛
本
で
の
み
繁
穂
す

る
ノ
ジ
コ
は
、
＾
繁
猶
期
に
は
本
州
麟
部

と
北
部
山
地
の
落
葉
広
葉
樹
林
に
棲
む
。

し
か
し
、
そ
の
盗
息
域
は
大
変
限
ら
れ

て
お
り
、
段
本
海
側
の
多
雷
地
方
で
あ

る
新
潟
県
南
部
に
も
多
硲
事
が
分
か
っ

て
い
る
。
そ
の
鳴
き
欝
は
大
変
美
し
く
。

「
キ
ン
キ
ン
カ
ラ
カ
ミ
、
キ
ン
ビ
ョ
ウ
ブ
鳳

と
聴
き
な
し
て
い
る
。
出
だ
し
の
キ
ン

キ
ン
（
チ
ン
チ
ン
〉
の
2
音
が
特
徴
で

あ
る
。
糖
で
さ
え
ず
る
習
性
が
あ
る
の

で
、
鳴
き
声
を
聞
い
た
ら
木
の
て
っ
ぺ
ん

を
探
す
と
見
つ
か
る
事
が
多
い
。

野鳥だより
松之出で晃られる嚢璽な鳥

　職ジ調
　　　　松之出斑野鳥愛護会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
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の
胸
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い
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の
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の
枝
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で
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出
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第
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．
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予
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．
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．

8

　現荏野球協会に撫盟しているチー一ムは9チー

ムあります。協会の活動としては畢朝子供野球

教室やナイターリーグ、時内で行われる大会の

審判などです。

　今ナイターり一グは中盤戦。とは書っても天

候によって砥鰯しているチー一ムも多数あるよう

ですが。

　ナイターは夜7時30分～9時遍ぎまで行って

います．興昧のある方は観戦に来てみてくださ

い。テレビもいいですけど、テレビにはないお

もしろさがありますよ。

霧擁

難
騰

羅
　灘嚢

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嚢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　撚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　難　　　　　　　　　　　　　　　　　　難　　　　　　　　　　　　　　　　　饗　　　　　　　　　　　　　　　　霧　　　　　　　　　　　　　　羅
　　　　　　　　　　　　　懸　　　　　　　　　　　　濾　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　懸　　　　　　　　灘　　　　　　　灘　　　　　　懸　　　　　懸　　　　灘　　　灘　　難　嚢

鐵

蝋

灘
　
．

霧難

松之山野球協会

拶り　
…
…
　
　
　
‘

鋤囎鱒礁鋤
お講餐砲麓彰
　　　　　　　緩羅融懸識昆

　松之山にぽ矯凝懇擦鎗一謎嬢お鱗ますよね。

そこでグループの活動などをここで紹介して

見ようと思います。さて、今月は……？

　　　　　　　　　縦　　　　　　　　雛　　　　　　　徽　　　　　　難　　　　　灘　　　　鞍　　　礁　　騰
　灘鍵

ρ。

ン
盗

松之山可ゴルフ周好会　　　　　　　　　　奪　　　　　　　　　懸　　　　　　　　轍　　　　　　　轍　　　　　　灘　　　　　雛　　　　難　　　簗　　灘　欝無

雛
懸
灘
鐵

撚
懸
難
饗

勲
謙
騰
灘

麟
難
講

　　　　　　叢　　　　　籔嚢　　　　撒　　　辮　　繕　幾灘

　　　　　　鐵　　　　　蹴　　　　榊　　　灘　　懸　霧鑛

　ゴルフ懸好会は設立されてまだ間もない懸体

です。

　ゴルフにはどこか取りかかりにくいイメージ

があるのではないでしょうか。

　実はそんな事ありません。

皆さんそれぞれ楽しみながら自分の上達を確か

めるようにプレーしていますよ。

　そして何よりいいプレー一ができた時の快感は

忘れられません。

　入りにくいなあ～と思われてる方。遊び心で

嫡めてみませんか？誰もが巖初は初心奢なんで

すから。
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所
に
赴
任
し
た
富
闘
で
す
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巖

初
に
自
己
紹
介
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
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年
一
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薦
頸
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町
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し
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そ
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流
れ
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商
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挙
業
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岡
時
に
警
察
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と
な
り
、
見

附
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交
通
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動
隊
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上
越
南
・
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千
谷
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上
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轟
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二
濁
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道
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轟
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通

警
察
隊
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勤
務
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現
往
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っ

て
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ま
す
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察
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仕
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〇
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携
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。
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。
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鷺
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あ
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帰
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て
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す
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し
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さ
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転
勤
が
決
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わ
れ

た
時
は
正
直
び
っ
く
り
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ま
し
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。
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の
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隅

に
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な
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緒
に
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惑
し
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も
の
で
す
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欝
わ

れ
て
頭
に
浮
か
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の
は
、
温
泉
・

豪
雪
地
帯
で
あ
り
、
案
の
定
こ
ち

ら
に
赴
任
し
た
時
周
霞
は
ニ

メ
…
ト
ル
余
り
の
残
雪
で
一
面

の
露
景
色
で
し
た
。
妻
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で

来
る
途
中
、
だ
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だ
ん
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に
な

る
妻
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姿
が
鮮
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ま
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す
。
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と
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し
た
。
仕
事
に
就
い

て
か
ら
各
家
庭
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る
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が
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茶
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く
れ
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い
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で
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ま
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し
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し
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れ
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与
え
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れ
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松
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山
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け
込
み
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松
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山
町
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の
安

全
確
保
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た
め
に
少
し
で
も
役

立
て
ば
と
露
う
気
持
で
仕
事
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
。
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で
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で
の
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繁
穂
す

る
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ジ
コ
は
、
＾
繁
猶
期
に
は
本
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落
葉
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葉
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潟
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。
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．
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．
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践
療
費
の
現
状

　
圏
罠
健
康
保
険
の
医
療
費
は
、

平
成
鐙
年
～
n
年
度
に
か
け
て

6
・
4
％
、
平
成
難
～
捻
年
度
に

か
け
て
5
・
6
驚
増
撫
し
て
い
ま

す
。　
平
成
U
年
度
の
被
保
険
潔
｝

人
あ
た
り
の
医
療
諸
費
で
は
、
3
9

万
3
千
円
で
全
國
平
均
の
3
5
万

2
千
円
よ
り
約
4
万
円
程
蕩
め

で
し
た
。

　
要
霞
と
し
て
、
老
人
鷹
療
費
並

び
に
退
職
養
医
療
費
の
増
撫
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

一般 退職 老人

平成鐙年度 153，180，814 28，573，494 30王，063，669

平成u年度159，294，950 33，054，753 321，678，252

箭年度比 （6，麗，王36〉 （4，48ユ，259〉 （2α鋤

平成12年度 159，565，003 40，382，210 343，00ま，8i6

飼年度比 （270，053） （7，327，457〉 （鉱32琶劉

保
険
給
付
と

　
　
　
保
険
税
の
関
係

　
圏
罠
健
康
保
険
が
医
療
機
関

に
支
払
う
保
険
給
付
費
の
内
、
約

6
劃
は
鰯
・
県
・
町
の
負
擾
金
艶

び
に
補
助
金
で
賄
わ
れ
ま
す
が
、

残
り
の
4
割
程
度
は
園
罠
健
康

保
険
税
と
し
て
繍
入
春
の
皆
さ

ん
に
負
撞
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
長
引
く
景
気
の
低
迷
、
加
入

奢
の
高
齢
化
等
の
影
響
で
保
健

税
収
入
は
蘇
無
減
少
し
て
い
ま

す
が
、
平
成
9
年
度
よ
り
保
険
税

を
据
え
置
い
て
き
ま
し
た
。

｝

被保険煮負担金

　　　（4害の

蟹・県からの補助金

町の負i握金（6割〉

　　　　　　　　　　　　灘…　　　　　　　　　　難　　　　　　　　　欝　　　　　　　．縢　　　　　　爆・　　　　篠　　　縫　鑓
i麟

　
　
　
　
　
　
　
　
霧

　
　
　
　
　
　
　
　
膿

臨
、
麟

税
　
　
　
　
0率

徽
脱

税
率
改
正
の
要
点

　
嚢
町
の
圃
民
健
康
保
険
税
は
、

所
得
劉
、
資
産
割
、
均
等
割
、
平

等
劉
の
4
方
式
を
採
駕
し
て
お

り
、
税
収
減
に
か
か
る
盆
な
理
由

は
、
所
得
割
の
減
少
に
よ
る
も
の

で
す
。

　
｝
般
被
保
険
者
に
か
か
る
保

険
税
収
入
に
対
す
る
応
益
割
（
均

等
割
＋
平
等
割
）
の
割
合
が
菊
％

～
5
5
％
の
枠
の
中
に
入
っ
て
い

る
事
に
よ
り
7
割
、
5
翻
、
2
割

の
3
段
階
の
軽
減
を
す
る
事
が

で
き
ま
す
が
、
2
年
連
続
で
こ
の

枠
か
ら
は
み
出
す
事
に
よ
り
、
3

段
階
の
軽
滅
が
6
割
、
4
割
の
2

段
階
軽
減
し
か
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
低
所
得
沓

に
負
握
増
を
紹
く
事
に
な
り
ま

す
。
　
（
均
等
翻
と
平
等
劉
）
、
（
所
得

割
と
資
産
割
）
の
バ
ラ
ン
ス
を
取

り
な
が
ら
、
で
き
る
限
り
増
税
に

な
ら
な
い
程
度
の
税
率
改
疋
を

行
う
事
に
な
り
ま
し
た
．

裸
険
税
増
加
を
抑
え

る
た
め
に
は

　
保
険
税
の
増
加
は
、
鷹
療
費
の

増
触
に
比
例
し
ま
す
。
医
療
費

の
増
加
を
拗
え
る
事
が
で
き
れ

ば
保
険
税
の
増
繍
を
擁
え
る
事

に
つ
な
が
り
ま
す
。
筒
愈
圧
生

疾
患
や
糖
尿
病
等
の
生
活
習
憤

病
は
、
β
常
の
生
活
の
中
で
淀
意

を
払
う
事
に
よ
り
大
幅
に
減
少

さ
せ
る
事
が
可
能
で
す
。

　
β
頃
か
ら
の
健
康
管
理
を
お

願
い
し
ま
す
。

国
民
健
簾
、
爆
朦
税
馨

　
　
　
　
　
滞
納
雛
．
灘
灘

　
　
　
　
　
　
　
濃
灘
麟
嫌
、
鰭
澄
に
…

　
麟
浅
健
康
保
険
税
は
、
医
療
費
　
　
に
し
ま
し
ょ
う
。

や
出
産
育
兜
一
時
金
な
ど
の
給

付
の
費
絹
に
あ
て
ら
れ
ま
す
。

　
納
め
ら
れ
た
園
蔑
健
康
保
険

税
は
貴
重
な
給
付
の
財
源
と
な

り
ま
す
．

　
そ
の
た
め
加
入
巻
全
て
の
皆

さ
ん
は
そ
の
財
源
か
ら
医
療
費

の
｝
部
を
負
握
す
る
だ
け
で
医

療
を
受
け
ら
れ
る
の
で
す
。

　
し
か
し
、
そ
れ
と
岡
時
に
保
険

税
を
納
め
る
義
務
も
生
ま
れ
ま

す
。　
も
し
、
保
険
税
を
納
め
な
い
で

い
る
と
、
麟
保
の
還
営
が
園
難
に

な
り
、
医
療
費
を
支
え
ら
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　
そ
し
て
、
保
険
税
を
納
め
な
い

で
い
る
方
に
は
次
の
よ
う
な
厳

し
い
携
置
が
と
ら
れ
ま
す
。
　
ま

た
、
介
護
保
険
に
お
い
て
も
圏
保

税
か
ら
も
納
め
る
た
め
介
護
保

険
の
給
付
も
制
限
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。

　
保
険
税
は
必
ず
納
め
る
よ
う

納
鰯
壷
過
響
欝
健

し
て
奄
鑛
鯵
な
駐
と

　
納
期
限
を
す
ぎ
る
と
督
捉
が

行
わ
れ
ま
す
。
督
促
が
届
い
た

場
合
延
滞
金
が
か
か
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
れ
で
も
納
め
な
い

で
い
る
と
、

　
簡
短
期
被
保
険
者
証
鋤

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
保
険
証
は
有
効
期
問
が

短
い
た
め
、
頻
繁
に
更
新
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

納
鰯
眼
傘
軽
雇
舞

　
　
で
も
紬
鯵
惣
験
と

　
『
保
険
読
の
返
還
隔

そ
し
て
、

　
『
資
格
証
明
書
晦

が
交
付
さ
れ
ま
す
、

　
こ
の
資
格
証
明
書
は
、
國
疑
健

康
保
険
の
資
格
が
あ
る
事
を
証

明
す
る
だ
け
で
、
保
険
証
の
よ
う

に
受
診
券
と
は
な
り
ま
せ
ん
．

そ
の
た
め
、
医
療
費
は
全
額
懲
己

負
撞
と
な
り
ま
す
。
後
鷺
嘩
請

に
よ
り
7
劃
が
払
い
戻
し
に
な

り
ま
す
．

保 さ
ら 1 納

一
保険証交付

健
税
納
付
後
麟保給付停止
一部差し止め

に
6
ケ
月
後

資格誕鞘書

隼
経
過 保険税滞納潮鵜

（短期被保険証交｛む
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一
納

納
期
鰻
麟
軽
讐
舞
響

蒙
だ
納
め
癒
験
と

　
納
期
限
か
ら
1
年
半
を
過
ぎ

て
も
納
め
て
い
た
だ
け
な
い
場

合
は
、
國
保
の
給
付
が
全
部
、
ま

た
は
一
部
差
し
止
め
に
な
り
ま

す
。
こ
の
場
合
も
医
療
費
は
全

額
自
己
負
挺
と
な
り
、
な
お
納
め

な
い
で
い
る
と
差
し
止
め
ら
れ

た
保
険
給
付
額
か
ら
滞
納
分
が

差
し
引
か
れ
、
国
保
財
源
に
繰
り

入
れ
ら
れ
ま
す
。

　
医
療
費
は
、
し
っ
か
り
保
険
税

を
納
め
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
一
部

負
撞
を
受
け
る
事
が
で
き
る
わ

け
で
す
か
ら
、
忘
れ
ず
に
納
め
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
も
し
、
納
め
ら
れ
な
い
場
合
は

役
場
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

期

限保険税滞納潮鵜
（短期被保険証交糧）

1
隼
経
過

脅
護
礫
険
艦
，
験
℃

臨
鰯
麟
壷
璽
鯵
康
す

　
船
歳
～
64
歳
の
人
は
國
保
の

保
険
税
の
中
に
介
護
保
険
分
が

禽
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
保
険
税

を
滞
納
す
る
と
、
い
ざ
介
護
保
険

か
ら
サ
著
ビ
ス
を
受
け
よ
う
と

い
う
時
に
な
っ
て
、
給
付
に
つ
い

て
翻
限
を
受
け
ま
す
。
例
え
ば
、

●
王
割
で
す
む
自
己
負
握
の
引

き
上
げ

●
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
支

給
さ
れ
な
く
な
る
。

な
ど
で
す
。

　
保
険
税
は
、
国
保
茄
入
総
か
ら

で
は
な
く
、
騨
保
の
資
格
を
得
た

臼
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
ま

す
、　
会
敏
を
退
職
な
ど
の
理
撫
の

場
奮
、
退
職
旧
か
ら
届
患
を
し
た

臼
ま
で
は
医
療
費
は
い
っ
た
ん

全
額
霞
己
負
撞
に
な
り
ま
す
。

　
税
率
・
税
額
と
保
険
税
滞
納
に

つ
い
て
の
お
問
い
合
せ
は

　
　
　
町
役
場
　
麟
保
撞
当
へ
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践
療
費
の
現
状

　
圏
罠
健
康
保
険
の
医
療
費
は
、

平
成
鐙
年
～
n
年
度
に
か
け
て

6
・
4
％
、
平
成
難
～
捻
年
度
に

か
け
て
5
・
6
驚
増
撫
し
て
い
ま

す
。　
平
成
U
年
度
の
被
保
険
潔
｝

人
あ
た
り
の
医
療
諸
費
で
は
、
3
9

万
3
千
円
で
全
國
平
均
の
3
5
万

2
千
円
よ
り
約
4
万
円
程
蕩
め

で
し
た
。

　
要
霞
と
し
て
、
老
人
鷹
療
費
並

び
に
退
職
養
医
療
費
の
増
撫
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

一般 退職 老人

平成鐙年度 153，180，814 28，573，494 30王，063，669

平成u年度159，294，950 33，054，753 321，678，252

箭年度比 （6，麗，王36〉 （4，48ユ，259〉 （2α鋤

平成12年度 159，565，003 40，382，210 343，00ま，8i6

飼年度比 （270，053） （7，327，457〉 （鉱32琶劉

保
険
給
付
と

　
　
　
保
険
税
の
関
係

　
圏
罠
健
康
保
険
が
医
療
機
関

に
支
払
う
保
険
給
付
費
の
内
、
約

6
劃
は
鰯
・
県
・
町
の
負
擾
金
艶

び
に
補
助
金
で
賄
わ
れ
ま
す
が
、

残
り
の
4
割
程
度
は
園
罠
健
康

保
険
税
と
し
て
繍
入
春
の
皆
さ

ん
に
負
撞
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
長
引
く
景
気
の
低
迷
、
加
入

奢
の
高
齢
化
等
の
影
響
で
保
健

税
収
入
は
蘇
無
減
少
し
て
い
ま

す
が
、
平
成
9
年
度
よ
り
保
険
税

を
据
え
置
い
て
き
ま
し
た
。

｝

被保険煮負担金

　　　（4害の

蟹・県からの補助金

町の負i握金（6割〉

　　　　　　　　　　　　灘…　　　　　　　　　　難　　　　　　　　　欝　　　　　　　．縢　　　　　　爆・　　　　篠　　　縫　鑓
i麟

　
　
　
　
　
　
　
　
霧

　
　
　
　
　
　
　
　
膿

臨
、
麟

税
　
　
　
　
0率

徽
脱

税
率
改
正
の
要
点

　
嚢
町
の
圃
民
健
康
保
険
税
は
、

所
得
劉
、
資
産
割
、
均
等
割
、
平

等
劉
の
4
方
式
を
採
駕
し
て
お

り
、
税
収
減
に
か
か
る
盆
な
理
由

は
、
所
得
割
の
減
少
に
よ
る
も
の

で
す
。

　
｝
般
被
保
険
者
に
か
か
る
保

険
税
収
入
に
対
す
る
応
益
割
（
均

等
割
＋
平
等
割
）
の
割
合
が
菊
％

～
5
5
％
の
枠
の
中
に
入
っ
て
い

る
事
に
よ
り
7
割
、
5
翻
、
2
割

の
3
段
階
の
軽
減
を
す
る
事
が

で
き
ま
す
が
、
2
年
連
続
で
こ
の

枠
か
ら
は
み
出
す
事
に
よ
り
、
3

段
階
の
軽
滅
が
6
割
、
4
割
の
2

段
階
軽
減
し
か
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
低
所
得
沓

に
負
握
増
を
紹
く
事
に
な
り
ま

す
。
　
（
均
等
翻
と
平
等
劉
）
、
（
所
得

割
と
資
産
割
）
の
バ
ラ
ン
ス
を
取

り
な
が
ら
、
で
き
る
限
り
増
税
に

な
ら
な
い
程
度
の
税
率
改
疋
を

行
う
事
に
な
り
ま
し
た
．

裸
険
税
増
加
を
抑
え

る
た
め
に
は

　
保
険
税
の
増
加
は
、
鷹
療
費
の

増
触
に
比
例
し
ま
す
。
医
療
費

の
増
加
を
拗
え
る
事
が
で
き
れ

ば
保
険
税
の
増
繍
を
擁
え
る
事

に
つ
な
が
り
ま
す
。
筒
愈
圧
生

疾
患
や
糖
尿
病
等
の
生
活
習
憤

病
は
、
β
常
の
生
活
の
中
で
淀
意

を
払
う
事
に
よ
り
大
幅
に
減
少

さ
せ
る
事
が
可
能
で
す
。

　
β
頃
か
ら
の
健
康
管
理
を
お

願
い
し
ま
す
。

国
民
健
簾
、
爆
朦
税
馨

　
　
　
　
　
滞
納
雛
．
灘
灘

　
　
　
　
　
　
　
濃
灘
麟
嫌
、
鰭
澄
に
…

　
麟
浅
健
康
保
険
税
は
、
医
療
費
　
　
に
し
ま
し
ょ
う
。

や
出
産
育
兜
一
時
金
な
ど
の
給

付
の
費
絹
に
あ
て
ら
れ
ま
す
。

　
納
め
ら
れ
た
園
蔑
健
康
保
険

税
は
貴
重
な
給
付
の
財
源
と
な

り
ま
す
．

　
そ
の
た
め
加
入
巻
全
て
の
皆

さ
ん
は
そ
の
財
源
か
ら
医
療
費

の
｝
部
を
負
握
す
る
だ
け
で
医

療
を
受
け
ら
れ
る
の
で
す
。

　
し
か
し
、
そ
れ
と
岡
時
に
保
険

税
を
納
め
る
義
務
も
生
ま
れ
ま

す
。　
も
し
、
保
険
税
を
納
め
な
い
で

い
る
と
、
麟
保
の
還
営
が
園
難
に

な
り
、
医
療
費
を
支
え
ら
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　
そ
し
て
、
保
険
税
を
納
め
な
い

で
い
る
方
に
は
次
の
よ
う
な
厳

し
い
携
置
が
と
ら
れ
ま
す
。
　
ま

た
、
介
護
保
険
に
お
い
て
も
圏
保

税
か
ら
も
納
め
る
た
め
介
護
保

険
の
給
付
も
制
限
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。

　
保
険
税
は
必
ず
納
め
る
よ
う

納
鰯
壷
過
響
欝
健

し
て
奄
鑛
鯵
な
駐
と

　
納
期
限
を
す
ぎ
る
と
督
捉
が

行
わ
れ
ま
す
。
督
促
が
届
い
た

場
合
延
滞
金
が
か
か
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
れ
で
も
納
め
な
い

で
い
る
と
、

　
簡
短
期
被
保
険
者
証
鋤

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
保
険
証
は
有
効
期
問
が

短
い
た
め
、
頻
繁
に
更
新
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

納
鰯
眼
傘
軽
雇
舞

　
　
で
も
紬
鯵
惣
験
と

　
『
保
険
読
の
返
還
隔

そ
し
て
、

　
『
資
格
証
明
書
晦

が
交
付
さ
れ
ま
す
、

　
こ
の
資
格
証
明
書
は
、
國
疑
健

康
保
険
の
資
格
が
あ
る
事
を
証

明
す
る
だ
け
で
、
保
険
証
の
よ
う

に
受
診
券
と
は
な
り
ま
せ
ん
．

そ
の
た
め
、
医
療
費
は
全
額
懲
己

負
撞
と
な
り
ま
す
。
後
鷺
嘩
請

に
よ
り
7
劃
が
払
い
戻
し
に
な

り
ま
す
．

保 さ
ら 1 納

一
保険証交付

健
税
納
付
後
麟保給付停止
一部差し止め

に
6
ケ
月
後

資格誕鞘書
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経
過 保険税滞納潮鵜
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一
納

納
期
鰻
麟
軽
讐
舞
響

蒙
だ
納
め
癒
験
と

　
納
期
限
か
ら
1
年
半
を
過
ぎ

て
も
納
め
て
い
た
だ
け
な
い
場

合
は
、
國
保
の
給
付
が
全
部
、
ま

た
は
一
部
差
し
止
め
に
な
り
ま

す
。
こ
の
場
合
も
医
療
費
は
全

額
自
己
負
挺
と
な
り
、
な
お
納
め

な
い
で
い
る
と
差
し
止
め
ら
れ

た
保
険
給
付
額
か
ら
滞
納
分
が

差
し
引
か
れ
、
国
保
財
源
に
繰
り

入
れ
ら
れ
ま
す
。

　
医
療
費
は
、
し
っ
か
り
保
険
税

を
納
め
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
一
部

負
撞
を
受
け
る
事
が
で
き
る
わ

け
で
す
か
ら
、
忘
れ
ず
に
納
め
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
も
し
、
納
め
ら
れ
な
い
場
合
は

役
場
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

期

限保険税滞納潮鵜
（短期被保険証交糧）

1
隼
経
過

脅
護
礫
険
艦
，
験
℃

臨
鰯
麟
壷
璽
鯵
康
す

　
船
歳
～
64
歳
の
人
は
國
保
の

保
険
税
の
中
に
介
護
保
険
分
が

禽
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
保
険
税

を
滞
納
す
る
と
、
い
ざ
介
護
保
険

か
ら
サ
著
ビ
ス
を
受
け
よ
う
と

い
う
時
に
な
っ
て
、
給
付
に
つ
い

て
翻
限
を
受
け
ま
す
。
例
え
ば
、

●
王
割
で
す
む
自
己
負
握
の
引

き
上
げ

●
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
支

給
さ
れ
な
く
な
る
。

な
ど
で
す
。

　
保
険
税
は
、
国
保
茄
入
総
か
ら

で
は
な
く
、
騨
保
の
資
格
を
得
た

臼
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
ま

す
、　
会
敏
を
退
職
な
ど
の
理
撫
の

場
奮
、
退
職
旧
か
ら
届
患
を
し
た

臼
ま
で
は
医
療
費
は
い
っ
た
ん

全
額
霞
己
負
撞
に
な
り
ま
す
。

　
税
率
・
税
額
と
保
険
税
滞
納
に

つ
い
て
の
お
問
い
合
せ
は

　
　
　
町
役
場
　
麟
保
撞
当
へ
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7月29日は参議院議員通常選挙　．！＿、

　
7
月
2
9
欝
に
行
わ
れ
る
参
議

院
議
員
通
常
選
挙
の
離
に
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
新
潟
県
選
挙
区
選
挙
は
今
ま

で
ど
お
り
候
補
餐
名
を
記
載
し

て
く
だ
さ
い
。
比
例
代
表
選
挙

は
、
こ
れ
ま
で
の
政
党
が
候
補
麿

の
当
選
願
位
を
決
め
た
方
式
（
拘

束
省
簿
式
〉
か
ら
新
し
く
名
簿
の

順
位
が
決
め
ら
れ
て
い
な
い
方

式
（
葬
拘
束
名
簿
式
）
へ
と
変
わ

り
ま
し
た
。

非
拘
束
名
簿
式

　
今
罎
の
選
挙
で
は
、
各
政
党
か

ら
候
補
巻
名
簿
が
提
繊
さ
れ
、
そ

の
名
簿
に
は
灘
選
順
位
が
あ
り

ま
せ
ん
。

　
禽
権
養
の
皆
さ
ん
は
、
今
ま
で

の
政
党
名
を
記
載
す
る
だ
け
で

な
く
、
候
補
潔
名
を
記
載
し
て
い

た
だ
く
事
も
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
当
選
人
の
決
め
方
は
ど
う
す

る
か
、

　
開
票
の
結
果
候
補
毒
欄
人
の

得
票
数
と
政
党
の
得
票
数
の
合

欝
に
よ
り
、
議
席
を
比
佛
配
分
し

て
決
ま
り
ま
す
。

　
各
政
党
が
得
た
議
席
は
、
得
票

数
の
最
も
多
い
候
補
麿
か
ら
順

次
当
選
し
て
い
く
形
と
な
り
ま

す
。投

票
所
の
確
認
を

　
投
票
漸
と
投
票
時
閣
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　
昨
年
行
わ
れ
た
選
挙
と
投
票

時
間
が
変
更
と
な
っ
た
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
．

　
今
…
度
ご
確
諏
下
さ
い
。

影例代表修

罎
禰
者
名
で
も

赦党名で

も
い
い
よ

投　票　区 投　票　勝 投票所を闇じる時問

第三投票漸 松之出公会堂 午後7時まで

第2投票所 黛　省　分　館 午後6時まで

第3投票漸 大荒芦集会勝 午後6時まで

第4投票勝 下川乎集会漸 午後6時まで

第5投票湧 上川手集会所 午後6時まで

第6投票漸 松墨保育所 午後7時まで

第7投票所 中羅集会所 午後6時まで

第8投票所
布摸防霧管理
セ　ン　タ　ー

午後7時まで

第9投票所 上蝦池集会駈 午後6時まで

第紛投票所
下霧川地区コミュ
ニティーセンター

午後6時まで

第鷲投票所 東磁集会所 年後6時まで

第鎗投票勝 黒禽分館 午後6時まで

第爲投票所 浦照保育勝 午後7時まで

第澱投票漸
中立山地域集落
セ　ン　タ　ー

午後6購まで

第娼投票所 藤倉集会藤 午後6隣まで

学
生
に
は
国
民
無
金
保

険
料
の
納
付
特
例
制
度

が
あ
り
ま
す

　
國
幾
年
金
は
、
職
業
や
収
入
に

関
係
な
く
、
日
本
に
住
ん
で
い
る

20
歳
か
ら
6
0
歳
ま
で
の
全
て
の

人
が
加
入
す
る
事
に
な
っ
て
お

り
、
学
生
の
皆
さ
ん
も
2
0
歳
に

な
っ
た
ら
必
ず
團
罠
年
金
に
撫

入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
事
が
法

律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
学
鷹
は
通
常
所
得
が

な
い
た
め
、
國
民
年
金
保
険
料
の

納
付
が
菌
難
な
場
合
が
多
い
事

か
ら
平
成
⑫
年
4
月
か
ら
学
盤

納
付
特
例
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
学
生
納
付
特
例
制
度

は
麗
け
出
減
串
請
）
を
し
て
承
認

を
受
け
れ
ば
、
在
学
朗
間
串
の
保

険
料
が
後
払
い
で
き
る
仕
組
み

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
承
認
さ
れ

る
の
は
届
雌
を
し
た
糊
簡
（
最
長

で
届
出
を
し
た
年
度
末
）
ま
で
と

な
り
ま
す
の
で
、
毎
薙
手
続
き
が

必
要
と
な
穆
ま
す
．

手
続
き
さ
え
す
れ
ば
、
「
も
し

も
仙
の
時
も
安
心
で
す
。
自
分
の

事
は
自
分
で
き
ち
ん
と
履
け
ま

し
ょ
・
つ
。
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簸
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開
放

　
今
年
も
町
昆
プ
…
ル
の
｝
般

開
放
を
次
の
と
お
り
案
施
し
ま

す
。
ご
家
族
や
お
友
達
で
ご
利

罵
く
だ
さ
い
、

期
沼
　
7
月
工
田
～

　
　
　
　
　
8
鍔
2
6
藏
ま
で

聴
闘
　
午
前
沁
時
も

　
　
　
　
　
午
後
5
時
ま
で

嚢
姓
蒙
ッ
ト
ワ
ー
ク
簸
修
会

＊
楽
し
い
登
山

　
今
年
は
あ
の
「
羅
瀬
」
に
患
か

け
ま
す
。
罵
瀬
の
樋
物
を
楽
し

み
な
が
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
し
ま

し
ょ
り
つ
。

小案場時期
）内所間葭

7
月
欝
顕
（
欝
V

午
莇
6
時
30
分
集
合

休
養
村
セ
ン
タ
…

中
由
博
適
先
盤
（
松
里

＊
う
た
ご
え
サ
ー
ク
ル

期
田
　
第
1
・
第
3
木
曜
日

㈹

時
閲
　
午
後
8
時
か
ら

会
場
　
休
養
村
セ
ン
タ
葦

期
β
　
7
月
2
5
獄
（
水
）

成
表
案
馬
講
座

時
間
　
午
後
7
時
3
0
分
～

会
場
　
休
養
村
セ
ン
タ
ー

羨
灘
雛
ン
ジ
湯
鳥
ク
ラ
ブ

＊
木
の
工
作
に
挑
戦

　
懲
然
材
を
使
っ
て
、
い
ろ
ん
な

作
品
を
作
つ
て
み
ま
し
ょ
う
。

期
β
　
8
月
鷲
黛
（
土
）

時
間
　
午
鹸
鐙
時
～

会
場
　
休
養
村
セ
ン
タ
ー

蕃
僕
広
場

　
毎
月
第
2
土
曜
臼
を
子
供
達

の
た
め
の
遊
び
広
場
と
し
て
休

養
村
セ
ン
タ
ー
を
開
放
。

　
読
み
聞
か
せ
タ
イ
ム
や
ビ
デ

オ
上
映
、
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ナ
ー

な
ど
。

期
段
8
月
難
臼
（
土
〉

時
間
午
麟
9
時
～

会
燦
鞍
構
｝

陶
芸
教
室

＊
ゆ
と
り
陶
芸

期
臼
　
7
月
2
6
日
（
木
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8
月
9
・
2
3
9
（
木
）

時
間
　
午
後
1
時
3
0
分
～

　
　
　
午
後
4
時
3
0
分
ま
で

会
場
　
休
養
村
セ
ン
タ
…

＊
｛
般
陶
芸

期
臼
8
月
3
鷺
（
金
）

鱒
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午
後
6
時
30
分
～

　
　
　
　
　
午
後
9
時
3
0
分

会
場
　
休
養
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ン
タ
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＊
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史
跡
巡
り

第26回町民湯鳥大運動会
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スポーツに親しみ健康な体を作りましょう
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代
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吏
跡
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翻
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す
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葺
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史
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内
翻
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下
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。
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。
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で
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よ
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に
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選
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の
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方
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す
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の
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漸
と
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時
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は
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と
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す
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選
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と
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と
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す
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今
…
度
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下
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。
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も
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よ
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第三投票漸 松之出公会堂 午後7時まで
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第7投票所 中羅集会所 午後6時まで

第8投票所
布摸防霧管理
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午後7時まで

第9投票所 上蝦池集会駈 午後6時まで
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下霧川地区コミュ
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第鷲投票所 東磁集会所 年後6時まで

第鎗投票勝 黒禽分館 午後6時まで

第爲投票所 浦照保育勝 午後7時まで

第澱投票漸
中立山地域集落
セ　ン　タ　ー

午後6購まで

第娼投票所 藤倉集会藤 午後6隣まで

学
生
に
は
国
民
無
金
保

険
料
の
納
付
特
例
制
度

が
あ
り
ま
す

　
國
幾
年
金
は
、
職
業
や
収
入
に

関
係
な
く
、
日
本
に
住
ん
で
い
る

20
歳
か
ら
6
0
歳
ま
で
の
全
て
の

人
が
加
入
す
る
事
に
な
っ
て
お

り
、
学
生
の
皆
さ
ん
も
2
0
歳
に

な
っ
た
ら
必
ず
團
罠
年
金
に
撫

入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
事
が
法

律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
学
鷹
は
通
常
所
得
が

な
い
た
め
、
國
民
年
金
保
険
料
の

納
付
が
菌
難
な
場
合
が
多
い
事

か
ら
平
成
⑫
年
4
月
か
ら
学
盤

納
付
特
例
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
学
生
納
付
特
例
制
度

は
麗
け
出
減
串
請
）
を
し
て
承
認

を
受
け
れ
ば
、
在
学
朗
間
串
の
保

険
料
が
後
払
い
で
き
る
仕
組
み

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
承
認
さ
れ

る
の
は
届
雌
を
し
た
糊
簡
（
最
長

で
届
出
を
し
た
年
度
末
）
ま
で
と

な
り
ま
す
の
で
、
毎
薙
手
続
き
が

必
要
と
な
穆
ま
す
．

手
続
き
さ
え
す
れ
ば
、
「
も
し

も
仙
の
時
も
安
心
で
す
。
自
分
の

事
は
自
分
で
き
ち
ん
と
履
け
ま

し
ょ
・
つ
。
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8
月
3
鷺
（
金
）

鱒
間
　
午
後
6
時
30
分
～

　
　
　
　
　
午
後
9
時
3
0
分

会
場
　
休
養
村
セ
ン
タ
ー

＊
親
子
陶
芸

期
臼
8
月
H
・
2
5
日
（
土
〉

時
間
　
午
後
三
時
3
0
分
～

　
　
　
　
　
午
後
4
時
3
0
分

会
場
　
休
養
村
セ
ン
タ
峯

湯
鳥
大
学

＊
文
化
財
史
跡
巡
り

第26回町民湯鳥大運動会
　　ジ髪る蹄～　ふれ疹う4〉と輝ぐ太鰐

スポーツに親しみ健康な体を作りましょう

　
今
年
は
松
代
・
大
轟
の
吏
跡
を

見
て
翻
り
ま
す
。
（
湯
鳥
大
学
受

講
奢
の
み
対
象
で
す
）

期
臼
　
8
月
2
臼
（
木
）

時
m
醐
　
午
晶
馴
憩
時
～

　
　
　
　
　
隼
後
4
縛
ま
で

場
筋
　
松
代
町
・
大
島
村

案
内
　
村
由
悦
夫

参
加
費
　
1
、
0
0
0
門

混
碧
葺
教
室

　
8
月
の
ニ
コ
ニ
コ
教
室
は
、

「
ビ
ニ
ー
ル
プ
…
ル
で
遊
ぼ
う
」

で
す
。

期
倒
　
8
月
8
臼
（
水
）

時
間
午
前
9
時
～
n
時
ま
で

　町幾湯鳥大運動会になって今年が3年目。

伝統あるこの大会がますます町艮の身近なス

承一ッの祭典となりますように、できるだけ多く

の皆さんの参茄をお麟いいたします。なお、今

年は参議院議員選挙が29撮に予定されて恥る
関係で28日土曜β業日の臼程で実施いたします

会
場
　
町
毘
体
育
館

歴
慶
探
訪
バ
ス
旅
行

　
錘
年
実
施
し
て
い
る
「
歴
史
探

訪
臼
帰
り
旅
行
橘
で
す
。
今
年
は

長
岡
周
辺
の
史
跡
を
巡
り
ま
す
。

見
学
先
　
県
立
歴
史
博
物
館
、

　
　
　
　
山
本
五
十
六
公
園
、

　
　
　
　
米
欝
俵
群
像
他

期
β
　
8
月
憩
日
（
金
〉

時
間
　
午
前
8
時
30
分
～

　
　
　
　
　
午
後
5
時
焉
分

場
漸
　
休
養
村
セ
ン
タ
ー

集
合
経
費
2
、
5
0
0
円

定
員
　
お
名

※
案
内
翻
覧
後
お
晦
し
込
み
下
さ
い
。
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1
寸
o
り
o
o
l

電
池
を
ご
確
認
下
さ
い

　
防
災
無
線
の
電
鴻
を
今
一
度

ご
確
認
下
さ
い
。
液
漏
れ
や
腐

食
等
が
起
こ
る
と
非
常
に
危
険

で
す
。
こ
ま
め
に
点
検
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
無
線
の
調
子
が
悪
い
場
舎
は

役
場
行
政
係
ま
で
ご
連
絡
を
、

町
役
場
職
員
採
罵
試
験

　
　
　
　
　
受
験
受
付
開
始

　
役
場
採
罵
試
験
受
験
受
付
を

開
始
し
ま
す
。

　
採
潮
予
定
数
や
試
験
資
程
等

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
志
望
さ
れ
る
方
を
お
問
違
え

の
な
い
よ
う
ご
濾
意
く
だ
さ
い
。

・
職
種
　
一
般
行
政
職

・
採
尾
予
定
数
　
2
名

・
受
験
資
格

　
昭
和
5
0
年
4
月
2
臼
か
ら
昭

和
5
9
年
4
月
王
段
ま
で
に
生
ま

れ
た
音
で
、
蕩
等
学
校
卒
業
程
度

の
学
力
を
有
す
る
奢
。
（
詳
綴
は

お
配
り
し
た
試
験
案
内
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
）

・
試
験
β
時

　
　
平
成
捻
年
9
角
娼
潰
（
欝
）

・
試
験
会
場

　
　
上
越
市
立
城
東
申
学
校

・
試
験
方
法

　
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
内
容

で
筆
記
試
験
並
び
に
事
務
適
牲

検
蒼
・
作
文
試
験
を
行
い
ま
す
。

・
串
込
書
講
求
先

　
お
闘
い
合
わ
せ
は

　
　
役
場
総
務
課
行
政
係
ま
で

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
あ
る
よ

　
　
　
　
松
之
霞
町
商
工
会

　
松
之
出
時
商
工
会
で
、
パ
ソ
コ

ン
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

　
今
懸
企
画
し
ま
し
た
コ
ー
ス

は
「
ホ
…
ム
ペ
ー
ジ
作
成
コ
…
ス
幅

で
す
．

　
こ
の
コ
…
ス
は
パ
ソ
コ
ン
に

あ
る
程
度
慣
れ
親
し
ん
だ
方

（
ネ
ッ
ト
サ
ー
フ
ィ
ン
や
メ
ー

ル
送
受
信
の
経
験
が
あ
る
方
）
を

対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　
定
量
が
極
わ
ず
か
で
す
。
定

員
と
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

の
で
早
め
に
お
購
し
込
み
く
だ

さ
い
。

●
内
容

　
1
B
M
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ビ
ル

ダ
…
幅
を
使
っ
た
実
務
的
な
内
容

で
す
。

●
β
時

　
8
月
1
β
（
水
）
～
3
鷺
（
金
）

　
午
後
－
隣
～
4
時

　
※
必
ず
全
段
程
参
撫
く
だ
さ
い
。

●
会
場
　
休
養
村
セ
ン
タ
ー

●
受
講
料
2
、
0
0
0
円

●
定
員
紛
各

　
お
電
し
込
み
は

　
　
町
商
工
会

　
　
電
議
6
－
2
王
7
4
ま
で

人
権
・
行
政
相
談
所

　
　
　
　
　
開
設
し
ま
す

　
錘
鷺
の
暮
ら
し
の
中
で
、
お
囲

り
の
事
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
家
庭
内
の
も
め
事
や
相
続
、
兜

童
・
生
徒
の
い
じ
め
等
の
人
権
問

題
で
悩
ま
れ
て
い
る
方
、
行
政
の

事
で
分
か
ら
な
い
事
、
心
配
事
を

お
持
ち
で
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
．

β
時
　
7
月
1
9
鷺
（
木
）

　
　
　
午
繭
！
0
時
も
午
後
3
時

場
漸
　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

椙
談
曼
　
法
務
局
職
員

　
　
　
　
人
権
擁
護
委
員

　
　
　
　
行
政
相
談
員
・

毎
年
7
月
は
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
月
間

　
金
て
の
國
饒
が
犯
罪
麿
罪
行

の
防
正
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち

の
更
薫
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
カ

を
含
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い

明
る
い
栓
会
を
築
こ
う
と
す
る

運
動
で
す
。
「
本
年
度
の
重
点
目

標
」
は
『
犯
罪
や
葬
行
を
防
止
し

罪
を
犯
し
た
人
や
葬
行
を
し
た

少
隼
の
更
生
を
支
え
、
摩
い
き
い

き
々
と
し
た
明
る
い
地
域
づ
く
り

に
参
爾
す
る
隔
で
す
。

南
イ
リ
ノ
ィ
大
新
潟
校

　
　
　
　
夏
翔
イ
ベ
ン
ト

　
ア
メ
リ
カ
に
あ
る
イ
リ
ノ
イ

大
学
の
欝
本
校
が
新
潟
に
あ
る

の
は
ご
存
じ
の
事
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
夏
。
そ
の
新
潟
校
に
お

い
て
英
語
に
親
し
ん
で
い
た
だ

く
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
、

『
短
期
集
中

　
τ
O
ε
ー
C
セ
ミ
ナ
ー
臨

●
対
象
　
専
門
、
窺
大

　
　
　
　
　
　
大
学
盤
、
一
般

●
日
程
　
7
月
2
0
臼
～
2
2
撫

●
定
員
　
2
0
名

　
参
加
費
3
4
、
5
0
0
円

『
サ
マ
ー
イ
ン
グ
リ
シ
ュ

　
　
　
　
　
　
　
キ
ャ
ン
プ
繍

●
中
学
生
8
月
王
段
＄
3
β

●
定
員
60
名

　
　
　
　
　
2
9
、
5
0
0
円

　
参
撫
費

●
小
学
生

　
参
撫
費

●
小
学
生

　
参
舶
費

8
月
4
臼
～
5
β

隻
5
、
0
0
0
円

8
月
5
撮
㌻
8
旧

2
6
、
9
0
0
円

※
小
学
盤
は
岡
方
と
も
定
興
焉

名　
お
問
合
わ
せ
・
お
癖
込
み
は

　
　
南
イ
リ
ノ
イ
大
学
新
潟
校

　
　
電
話
　
0
2
5
4
ー

　
　
　
　
　
　
囎
－
6
2
0
3

14

夏
の
交
通
事
故

　
　
　
　
　
防
止
運
動

　
夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
が

8
月
1
β
（
木
）
～
1
0
沼
（
水
〉

ま
で
　
「
さ
わ
や
か
に

　
　
　
　
笑
顔
で
ゆ
ず
る

　
　
　
　
夏
の
道
偏

を
ス
臓
ー
ガ
ン
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
夏
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
な
り

交
通
量
が
増
え
て
き
ま
す
。

　
徳
段
の
心
が
け
で
防
げ
る
、
避

け
ら
れ
る
事
が
で
き
る
事
故
。

　
今
一
度
心
引
き
締
め
て
事
故

防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

U
タ
ー
ン
就
職

　
　
ガ
イ
ダ
ン
ス
開
催

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
U
タ
葦

ン
就
職
希
望
の
方
、
地
元
で
求
職

巾
の
方
な
ど
を
対
象
に
「
U
タ
ー

ン
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
を
開
催
し

ま
す
。
学
盤
・
祇
会
人
問
わ
ず
ど

な
た
で
も
お
気
軽
に
お
患
か
け

く
だ
さ
い
。

●
β
時
8
月
U
日
（
土
〉

　
　
　
午
繭
H
時
～
午
後
3
時

●
場
所

　
　
　
上
越
マ
ン
テ
ン
ホ
テ
ル

十
β
町
地
域
消
防
職
員

　
　
　
　
　
募
集
受
億
中

　
十
臼
町
地
域
広
域
事
務
組
合

消
防
職
員
の
採
熔
試
験
受
験
申

込
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
受
験
希
望
春
は
7
月
中
に
幣

込
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
採
絹
職
種
及
び
予
定
人
員

　
　
　
　
　
消
防
士
　
3
名

●
受
験
資
格

　
1
、
上
級

　
2
、
初
級
ハ
上
級
資
格
春
は

　
　
　
受
験
で
き
ま
せ
ん
）

●
試
験
方
法
と
β
時

・
第
璽
次
試
験

　
教
養
試
験
・
体
力
試
験

　
平
成
欝
年
8
月
狛
臼

・
第
2
次
試
験

　
口
述
試
験
・
身
体
検
萱

　
平
成
捻
年
9
月
頃
予
定

　
（
そ
の
飽
お
配
り
し
た
回
覧
文

　
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
．

お
問
い
合
わ
せ
・
硝
込
書
講
求
・

申
込
書
提
嵐
・
不
明
な
点
は
、

　
十
顕
町
地
域
清
防
本
部

　
　
　
　
　
　
　
総
務
諜
ま
で

お
年
寄
艀
の

　
　
　
よ
ろ
ず
相
談

新
潟
県
腐
齢
春
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
で
は
、
お
年
寄
り
や
そ
の

家
族
の
方
々
が
抱
え
る
悩
み
事

や
、
心
配
事
の
相
談
を
無
料
で
お

受
け
し
て
い
ま
す
。

　
錘
週
月
曜
か
ら
金
曜
の
午
髄

9
時
9
午
後
5
時
ま
で
で
す
。

　
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

●
相
談
電
話
番
弩

　
0
2
5
i

　
　
　
2
8
5
－
4
1
6
5

新
潟
県
勤
労
者
美
術
展

上
越
地
区
作
晶
募
集

　
県
で
は
蘇
年
「
勤
労
春
が
余
畷

を
利
周
し
て
創
作
し
た
作
品
を

展
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
創
作
意

欲
を
蕩
め
美
衛
を
通
じ
て
萌
る

い
職
場
づ
く
り
を
図
る
偏
事
を
目

的
と
し
て
勤
労
者
葵
術
展
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
上
越
地
区
展

を
闘
催
す
る
に
あ
た
り
作
晶
を

募
集
い
た
し
ま
す
。
。

●
応
募
資
格

　
上
越
地
域
に
屡
住
者
・
勤
労
春

●
部
門

　
臼
本
画
・
洋
醸
・
彫
塑
・
工

芸
・
　
書
道
・
写
真

●
募
集
期
間
　
8
月
掲
欝
～

　
　
　
　
　
　
　
　
8
月
鍛
資

　
お
問
い
合
せ

　
　
上
越
労
政
事
務
所

父
の
思
い
で

　
父
が
死
ん
で
こ
の
秋
で
3
年

に
な
り
ま
す
。
62
歳
で
脳
梗
塞

で
倒
れ
少
し
ず
つ
意
欲
が
な
く

な
り
、
そ
れ
か
ら
は
痴
呆
の
一

途
を
た
ど
り
、
6
9
歳
の
死
で
し
た
。

　
ず
っ
と
、
親
が
死
ぬ
ん
だ
な

ん
て
考
え
も
し
な
い
で
ぬ
く
ぬ

く
と
甘
え
て
い
た
私
。
ど
こ
か

遠
く
を
見
つ
め
る
よ
う
な
父
、

目
の
前
の
事
で
一
欝
二
憂
す
る

母
、
急
が
さ
れ
る
よ
う
な
思
い

で
書
い
た
岡
親
の
絵
、
今
思
う

と
父
の
痴
果
の
始
ま
り
で
し
た
。

　
な
ん
だ
か
ん
だ
と
文
句
を
書

い
な
が
ら
、
い
つ
も
私
の
や
り

た
い
と
思
う
事
を
や
ら
せ
て
く

れ
た
父
、
高
校
生
の
時
、
ど
き

ど
き
し
な
が
ら
頼
ん
だ
ス
テ
ン

の
パ
レ
ッ
ト
、
今
も
使
つ
て
い

ま
す
。
父
が
死
ぬ
一
週
問
弟
、

バ
ラ
の
絵
を
見
せ
て
「
ね
え
、

ど
う
思
う
？
」
と
闘
く
と
「
う

ん
、
ま
あ
ま
あ
だ
な
。
」
と
書
っ

て
、
う
つ
ろ
な
目
が
少
し
笑
っ

た
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。
親
孝

行
な
ん
て
何
も
し
な
い
ま
ま
で

購
け
な
い
私
、
ス
ケ
ッ
チ
に
行

箪
秘
慶
子

こ
う
と
し
て
、
〔
そ
う
だ
、
父
に

稲
穂
を
見
せ
て
や
ろ
う
篇
と
闘

蕾
八
苫
し
て
毒
に
乗
せ
、
我
が

家
の
山
へ
と
連
れ
て
行
き
ま
し

た
。
「
稲
の
匂
い
わ
か
る
か

い
？
」
「
あ
あ
、
穰
の
匂
㎏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ

だ
ー
漏
ド
ア
に
顔
を
乗
せ
、
満

是
そ
う
で
し
た
。

　
あ
の
稲
が
実
り
、
少
し
白
米

に
な
っ
た
臼
、
作
業
場
の
茶
の

間
に
畳
を
引
く
の
を
待
っ
て
い

た
か
の
よ
う
に
明
け
方
息
を
引

き
取
り
ま
し
た
。
蕃
し
い
患
づ

か
い
か
ら
解
放
さ
れ
た
父
、
数

分
後
に
は
痴
呆
の
微
塵
も
な
い
、

い
い
顔
に
な
り
ま
し
た
。
「
頑

張
っ
た
っ
け
の
茎
」
隻
き
る
事

と
死
ぬ
事
を
見
せ
て
く
れ
た
父
、

こ
れ
か
ら
も
1
疑
、
王
a
を
大

切
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

　
長
期
に
わ
た
り
、
沢
山
の
方
々

か
ら
執
筆
い
た
だ
き
ま
し
た
「
随

想
リ
レ
ー
篇
。
突
然
で
す
が
今
圏

を
持
ち
ま
し
て
終
了
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
執
筆
い
た
だ

き
ま
し
た
皆
さ
ん
。
大
変
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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1
寸
o
り
o
o
l

電
池
を
ご
確
認
下
さ
い

　
防
災
無
線
の
電
鴻
を
今
一
度

ご
確
認
下
さ
い
。
液
漏
れ
や
腐

食
等
が
起
こ
る
と
非
常
に
危
険

で
す
。
こ
ま
め
に
点
検
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
無
線
の
調
子
が
悪
い
場
舎
は

役
場
行
政
係
ま
で
ご
連
絡
を
、

町
役
場
職
員
採
罵
試
験

　
　
　
　
　
受
験
受
付
開
始

　
役
場
採
罵
試
験
受
験
受
付
を

開
始
し
ま
す
。

　
採
潮
予
定
数
や
試
験
資
程
等

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
志
望
さ
れ
る
方
を
お
問
違
え

の
な
い
よ
う
ご
濾
意
く
だ
さ
い
。

・
職
種
　
一
般
行
政
職

・
採
尾
予
定
数
　
2
名

・
受
験
資
格

　
昭
和
5
0
年
4
月
2
臼
か
ら
昭

和
5
9
年
4
月
王
段
ま
で
に
生
ま

れ
た
音
で
、
蕩
等
学
校
卒
業
程
度

の
学
力
を
有
す
る
奢
。
（
詳
綴
は

お
配
り
し
た
試
験
案
内
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
）

・
試
験
β
時

　
　
平
成
捻
年
9
角
娼
潰
（
欝
）

・
試
験
会
場

　
　
上
越
市
立
城
東
申
学
校

・
試
験
方
法

　
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
内
容

で
筆
記
試
験
並
び
に
事
務
適
牲

検
蒼
・
作
文
試
験
を
行
い
ま
す
。

・
串
込
書
講
求
先

　
お
闘
い
合
わ
せ
は

　
　
役
場
総
務
課
行
政
係
ま
で

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
あ
る
よ

　
　
　
　
松
之
霞
町
商
工
会

　
松
之
出
時
商
工
会
で
、
パ
ソ
コ

ン
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

　
今
懸
企
画
し
ま
し
た
コ
ー
ス

は
「
ホ
…
ム
ペ
ー
ジ
作
成
コ
…
ス
幅

で
す
．

　
こ
の
コ
…
ス
は
パ
ソ
コ
ン
に

あ
る
程
度
慣
れ
親
し
ん
だ
方

（
ネ
ッ
ト
サ
ー
フ
ィ
ン
や
メ
ー

ル
送
受
信
の
経
験
が
あ
る
方
）
を

対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　
定
量
が
極
わ
ず
か
で
す
。
定

員
と
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

の
で
早
め
に
お
購
し
込
み
く
だ

さ
い
。

●
内
容

　
1
B
M
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ビ
ル

ダ
…
幅
を
使
っ
た
実
務
的
な
内
容

で
す
。

●
β
時

　
8
月
1
β
（
水
）
～
3
鷺
（
金
）

　
午
後
－
隣
～
4
時

　
※
必
ず
全
段
程
参
撫
く
だ
さ
い
。

●
会
場
　
休
養
村
セ
ン
タ
ー

●
受
講
料
2
、
0
0
0
円

●
定
員
紛
各

　
お
電
し
込
み
は

　
　
町
商
工
会

　
　
電
議
6
－
2
王
7
4
ま
で

人
権
・
行
政
相
談
所

　
　
　
　
　
開
設
し
ま
す

　
錘
鷺
の
暮
ら
し
の
中
で
、
お
囲

り
の
事
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
家
庭
内
の
も
め
事
や
相
続
、
兜

童
・
生
徒
の
い
じ
め
等
の
人
権
問

題
で
悩
ま
れ
て
い
る
方
、
行
政
の

事
で
分
か
ら
な
い
事
、
心
配
事
を

お
持
ち
で
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
．

β
時
　
7
月
1
9
鷺
（
木
）

　
　
　
午
繭
！
0
時
も
午
後
3
時

場
漸
　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

椙
談
曼
　
法
務
局
職
員

　
　
　
　
人
権
擁
護
委
員

　
　
　
　
行
政
相
談
員
・

毎
年
7
月
は
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
月
間

　
金
て
の
國
饒
が
犯
罪
麿
罪
行

の
防
正
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち

の
更
薫
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
カ

を
含
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い

明
る
い
栓
会
を
築
こ
う
と
す
る

運
動
で
す
。
「
本
年
度
の
重
点
目

標
」
は
『
犯
罪
や
葬
行
を
防
止
し

罪
を
犯
し
た
人
や
葬
行
を
し
た

少
隼
の
更
生
を
支
え
、
摩
い
き
い

き
々
と
し
た
明
る
い
地
域
づ
く
り

に
参
爾
す
る
隔
で
す
。

南
イ
リ
ノ
ィ
大
新
潟
校

　
　
　
　
夏
翔
イ
ベ
ン
ト

　
ア
メ
リ
カ
に
あ
る
イ
リ
ノ
イ

大
学
の
欝
本
校
が
新
潟
に
あ
る

の
は
ご
存
じ
の
事
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
夏
。
そ
の
新
潟
校
に
お

い
て
英
語
に
親
し
ん
で
い
た
だ

く
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
、

『
短
期
集
中

　
τ
O
ε
ー
C
セ
ミ
ナ
ー
臨

●
対
象
　
専
門
、
窺
大

　
　
　
　
　
　
大
学
盤
、
一
般

●
日
程
　
7
月
2
0
臼
～
2
2
撫

●
定
員
　
2
0
名

　
参
加
費
3
4
、
5
0
0
円

『
サ
マ
ー
イ
ン
グ
リ
シ
ュ

　
　
　
　
　
　
　
キ
ャ
ン
プ
繍

●
中
学
生
8
月
王
段
＄
3
β

●
定
員
60
名

　
　
　
　
　
2
9
、
5
0
0
円

　
参
撫
費

●
小
学
生

　
参
撫
費

●
小
学
生

　
参
舶
費

8
月
4
臼
～
5
β

隻
5
、
0
0
0
円

8
月
5
撮
㌻
8
旧

2
6
、
9
0
0
円

※
小
学
盤
は
岡
方
と
も
定
興
焉

名　
お
問
合
わ
せ
・
お
癖
込
み
は

　
　
南
イ
リ
ノ
イ
大
学
新
潟
校

　
　
電
話
　
0
2
5
4
ー

　
　
　
　
　
　
囎
－
6
2
0
3

14

夏
の
交
通
事
故

　
　
　
　
　
防
止
運
動

　
夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
が

8
月
1
β
（
木
）
～
1
0
沼
（
水
〉

ま
で
　
「
さ
わ
や
か
に

　
　
　
　
笑
顔
で
ゆ
ず
る

　
　
　
　
夏
の
道
偏

を
ス
臓
ー
ガ
ン
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
夏
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
な
り

交
通
量
が
増
え
て
き
ま
す
。

　
徳
段
の
心
が
け
で
防
げ
る
、
避

け
ら
れ
る
事
が
で
き
る
事
故
。

　
今
一
度
心
引
き
締
め
て
事
故

防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

U
タ
ー
ン
就
職

　
　
ガ
イ
ダ
ン
ス
開
催

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
U
タ
葦

ン
就
職
希
望
の
方
、
地
元
で
求
職

巾
の
方
な
ど
を
対
象
に
「
U
タ
ー

ン
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
を
開
催
し

ま
す
。
学
盤
・
祇
会
人
問
わ
ず
ど

な
た
で
も
お
気
軽
に
お
患
か
け

く
だ
さ
い
。

●
β
時
8
月
U
日
（
土
〉

　
　
　
午
繭
H
時
～
午
後
3
時

●
場
所

　
　
　
上
越
マ
ン
テ
ン
ホ
テ
ル

十
β
町
地
域
消
防
職
員

　
　
　
　
　
募
集
受
億
中

　
十
臼
町
地
域
広
域
事
務
組
合

消
防
職
員
の
採
熔
試
験
受
験
申

込
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
受
験
希
望
春
は
7
月
中
に
幣

込
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
採
絹
職
種
及
び
予
定
人
員

　
　
　
　
　
消
防
士
　
3
名

●
受
験
資
格

　
1
、
上
級

　
2
、
初
級
ハ
上
級
資
格
春
は

　
　
　
受
験
で
き
ま
せ
ん
）

●
試
験
方
法
と
β
時

・
第
璽
次
試
験

　
教
養
試
験
・
体
力
試
験

　
平
成
欝
年
8
月
狛
臼

・
第
2
次
試
験

　
口
述
試
験
・
身
体
検
萱

　
平
成
捻
年
9
月
頃
予
定

　
（
そ
の
飽
お
配
り
し
た
回
覧
文

　
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
．

お
問
い
合
わ
せ
・
硝
込
書
講
求
・

申
込
書
提
嵐
・
不
明
な
点
は
、

　
十
顕
町
地
域
清
防
本
部

　
　
　
　
　
　
　
総
務
諜
ま
で

お
年
寄
艀
の

　
　
　
よ
ろ
ず
相
談

新
潟
県
腐
齢
春
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
で
は
、
お
年
寄
り
や
そ
の

家
族
の
方
々
が
抱
え
る
悩
み
事

や
、
心
配
事
の
相
談
を
無
料
で
お

受
け
し
て
い
ま
す
。

　
錘
週
月
曜
か
ら
金
曜
の
午
髄

9
時
9
午
後
5
時
ま
で
で
す
。

　
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

●
相
談
電
話
番
弩

　
0
2
5
i

　
　
　
2
8
5
－
4
1
6
5

新
潟
県
勤
労
者
美
術
展

上
越
地
区
作
晶
募
集

　
県
で
は
蘇
年
「
勤
労
春
が
余
畷

を
利
周
し
て
創
作
し
た
作
品
を

展
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
創
作
意

欲
を
蕩
め
美
衛
を
通
じ
て
萌
る

い
職
場
づ
く
り
を
図
る
偏
事
を
目

的
と
し
て
勤
労
者
葵
術
展
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
上
越
地
区
展

を
闘
催
す
る
に
あ
た
り
作
晶
を

募
集
い
た
し
ま
す
。
。

●
応
募
資
格

　
上
越
地
域
に
屡
住
者
・
勤
労
春

●
部
門

　
臼
本
画
・
洋
醸
・
彫
塑
・
工

芸
・
　
書
道
・
写
真

●
募
集
期
間
　
8
月
掲
欝
～

　
　
　
　
　
　
　
　
8
月
鍛
資

　
お
問
い
合
せ

　
　
上
越
労
政
事
務
所

父
の
思
い
で

　
父
が
死
ん
で
こ
の
秋
で
3
年

に
な
り
ま
す
。
62
歳
で
脳
梗
塞

で
倒
れ
少
し
ず
つ
意
欲
が
な
く

な
り
、
そ
れ
か
ら
は
痴
呆
の
一

途
を
た
ど
り
、
6
9
歳
の
死
で
し
た
。

　
ず
っ
と
、
親
が
死
ぬ
ん
だ
な

ん
て
考
え
も
し
な
い
で
ぬ
く
ぬ

く
と
甘
え
て
い
た
私
。
ど
こ
か

遠
く
を
見
つ
め
る
よ
う
な
父
、

目
の
前
の
事
で
一
欝
二
憂
す
る

母
、
急
が
さ
れ
る
よ
う
な
思
い

で
書
い
た
岡
親
の
絵
、
今
思
う

と
父
の
痴
果
の
始
ま
り
で
し
た
。

　
な
ん
だ
か
ん
だ
と
文
句
を
書

い
な
が
ら
、
い
つ
も
私
の
や
り

た
い
と
思
う
事
を
や
ら
せ
て
く

れ
た
父
、
高
校
生
の
時
、
ど
き

ど
き
し
な
が
ら
頼
ん
だ
ス
テ
ン

の
パ
レ
ッ
ト
、
今
も
使
つ
て
い

ま
す
。
父
が
死
ぬ
一
週
問
弟
、

バ
ラ
の
絵
を
見
せ
て
「
ね
え
、

ど
う
思
う
？
」
と
闘
く
と
「
う

ん
、
ま
あ
ま
あ
だ
な
。
」
と
書
っ

て
、
う
つ
ろ
な
目
が
少
し
笑
っ

た
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。
親
孝

行
な
ん
て
何
も
し
な
い
ま
ま
で

購
け
な
い
私
、
ス
ケ
ッ
チ
に
行

箪
秘
慶
子

こ
う
と
し
て
、
〔
そ
う
だ
、
父
に

稲
穂
を
見
せ
て
や
ろ
う
篇
と
闘

蕾
八
苫
し
て
毒
に
乗
せ
、
我
が

家
の
山
へ
と
連
れ
て
行
き
ま
し

た
。
「
稲
の
匂
い
わ
か
る
か

い
？
」
「
あ
あ
、
穰
の
匂
㎏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ

だ
ー
漏
ド
ア
に
顔
を
乗
せ
、
満

是
そ
う
で
し
た
。

　
あ
の
稲
が
実
り
、
少
し
白
米

に
な
っ
た
臼
、
作
業
場
の
茶
の

間
に
畳
を
引
く
の
を
待
っ
て
い

た
か
の
よ
う
に
明
け
方
息
を
引

き
取
り
ま
し
た
。
蕃
し
い
患
づ

か
い
か
ら
解
放
さ
れ
た
父
、
数

分
後
に
は
痴
呆
の
微
塵
も
な
い
、

い
い
顔
に
な
り
ま
し
た
。
「
頑

張
っ
た
っ
け
の
茎
」
隻
き
る
事

と
死
ぬ
事
を
見
せ
て
く
れ
た
父
、

こ
れ
か
ら
も
1
疑
、
王
a
を
大

切
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

　
長
期
に
わ
た
り
、
沢
山
の
方
々

か
ら
執
筆
い
た
だ
き
ま
し
た
「
随

想
リ
レ
ー
篇
。
突
然
で
す
が
今
圏

を
持
ち
ま
し
て
終
了
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
執
筆
い
た
だ

き
ま
し
た
皆
さ
ん
。
大
変
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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　　　　　　　　　　　　ん　　　　　　　　　　さ　　　　　　　　　あ　　　　　　　　か　　　　　　お　　　　　の　　　　参　　う　磯え圃團回團

筆・1獄麟睡瀞鰻騨1

お母さんが怪獣を晃て”ワァー、びっく1ヅと需っている斬

お緯さんが一緒に灘んでくれるところがすき。お鍬さんの髪

の毛や手ががっこよくてすき

おくやみ（死じ〉

相澤霧代治さん8！歳　承　梨（重　助）

轟橋秀難さん88歳天水島（店）

＊6葦繋悶から6月30檬までの履患分です。

＊広報に載せてほしくない方は、麟出の蒋に

窓ll1にお話ください、

墾
轟
黙

薮
滋購

　　　　　　　　　　！μ』’『　　脾　　　　　　灘灘鞭騨辮醗灘簑
　　　　　　　　　　　　　　　〆　　　　　　　　　　なかな・ら　　こう　｝、
　　　　　　　　塾　講撫　　　儀　　　　　中杓　功士

蔓躍
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　湯本（中村屋）

　　　　　　　　　　　　　　　　　■
お母さんがお化け屡敷に行って騒を園したとこ。

お愚さんが卵焼き作ってくれるとことビヂオを見せてくれる

とこがすき。お母さんぴ）髪σ）毛がかわいい．

⑳◎㊨＠
　　　　　　6月30総硯葎

　総人口　3，婚3人（一3〉

　　　男　王，5賂人（一2〉

　　　女i，647人（一D
　懲帯数　工，1難芦（一1）

　　　　（　）内は朗月との此較

町民憲章韓霧零，、53年7声彗溝、∫定

わたしたちは松之山町民です、郷二Lを愛し、

みんなでよりよい驚づくりをしよう、

訂
正
し
て

お
詫
び
い
た
し
ま
す

　
6
月
暑
お
悔
や
み
に
お
い

て
佐
藤
藤
八
郎
さ
ん
の
屋
号

が
「
藤
作
篇
さ
ん
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
疋
し
く
は
「
上

隣
｝
さ
ん
で
す
。
訂
薫
し
、

お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

広
報
紙
の
写
真

　
　
さ
し
あ
げ
ま
す

　
広
報
で
撮
影
し
た
写
真
を

ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役
場

行
政
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
．

鰐民の合誘葉

　　i、美しい縁と霧の申で

　　　　　　　　心蟹かな人になろう

　　！、ブナの梢が触れ合うように

　　　　　　　　連体の心をもとう

　　ま、湧きいづる湯撫のように

　　　　　　　　　劇造の力を蕩めよう

暖蜻鵬舗翻騰建設蝶諜　　1
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